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モン

ゴルの斑岩銅鉱床の開発

岸本文男(鉱床部)

“H0B0cTbMom㎝HK(モンコノレ･ニュｰス)"という週

2回版4ぺ一ジだての新聞カミある.モンコノレの政

治･経済･科学･技術･文化･教育荏とを知るにはこ

の新聞がもっともてっとり早い.モンゴル人民共和国

の首都ウラン･バｰトルから空輸されてくる(第1図).

その1月1日号に次のような記事力…のっていた.

の企業には銅･モリブデン鉱石の生産に使う強

力なエクスカｰべ一夕試錐機コンプレッサｰ

クラッシャｰ巨大なダンプカｰによって<第2の

誕生>ともいうべきときがきている.この機械製

造･修理工場では年産鋳鉄10,000t以上の能力を

備えた鋳造部門が稼動する.

｢モンコノレ人民共和国閣僚会議D･マイダル第1副

議長は1978年が国民経済上重要存意義をもつ多

くの大規模な建設対象の稼動開始によって記念すべ

き年となったと述べた.その建設対象の筆頭に

モンコノレｰン連共同の採鉱･選鉱コンビナｰト

<エルデネト(∂pハ洲aT)>バガヌノレｰバガノ･ン

ガイ鉄道･…･･カ童ある｣

｢来年の初めには建設者たちが新しい工業の中

心<エノレデネト>とブノレガン族･ノ･ノレホラ国営農場

とを結ぶ送電線を敷設しおえるだろう｣

｢エルデネト:もう一つの工場が

大晦目に採鉱･選鉱コンビナｰト<エノレデネト>

では機械製造･修理工場が操業を開始した.

モンゴルとソ連の建設技師の手によって建設され

ているエノレデネトの鉱工業総合体はまさしくモン

コノレ人民共和国最大の新建設体に数えられる.モ

ンコノレの経済能力の向上にきわめて重要な意義を備

えた巨大鉱業企業の第1生産系列カミ期限前に操業

に入った.エルデネトの鉱工業総合体が計画生産

能力を完全に発揮するようにたれば年に1,600

万tの鋼一モリブデン鉱石を処理することになるだ

ろう｣

1,600万t!この数字は世界最大のビンガム鋼･モ

リブデン鉱山(アメリカ)の場合のほぼ半分だカミしか

し世界に伍して負けをとらずアジアソ連を除けば

アジア最大の銅鉱山となることは間違いない.

さらに新聞記事を続けよう.

最新の技術革新にしたがって設備されているこ

｢モンゴル人民とソ連人民によって建設されている

採鉱･選鉱コンビナｰト<エノレデネト>は
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モンゴルの工業の中での鉱業部門の比重を

いちじるしく高めモンゴルの輸出資源の

増大を可能にする｣(1月5目付)

｢エルデネトの巨人

わずか数年前には人跡もまれた草原に

すぎなかったところに今では新しい社

会主義的都市とアジア最大の採鉱一選鉱コ

ンビナｰト<エノレデネト>が発展している.

<エルデネト>の第1生産系列は銅精鉱

とモリブデン精鉱というもっとも価値ある

ものをすでに生産している｣(1月16目付)

｢モンコノレの天然資源を合理的に開発する

第1図モンゴルの新聞rH0B0cTπM0Hro"HH｣これは1コシ

ア語版であるかほかにモンゴル語版がある.�



一50一

ゴ㌔

℀

∴＼5㌧㍉!つ!

､ブルガン回㊥1㌧〉!

､｡い㌔(㌧､

/ウラン･バｰ/ル⑧1パ)

ノ戸

㌧ア/ニタイバルン･ウル/〆

＼＼サイン･シャント!

へ墓⑧1く

鰯大規模､畑p

､ダラン･ザドガド!

⑧中規模

㌧.一'

⑧小規模

～.]一'レ/

01002003㏄坦00㎞

�

第2図

モンゴルの斑岩銅鉱床の分布

アルィンｰヌル鉱床

マンタフ鉱床ブヤントウｰ

ウラ鉱床

スルヴェンｰスバイト鉱床

ウリゼイｰオ恭鉱床

フトゥク鉱床フングト鉱床

スンプルフトゥク鉱床

エルデネチｰンｰオポ鉱床

モンコノレ･ソ連共同鉱工業･経済機構のすばらしい

発展の側カミ採鉱･選鉱コンビナｰト<エルデネ

ト>の建設である.その第1生産系列は最近生

産に入り統合体<モンコノレソフツヴェトメト>

(Mongo1-Sovi･tColo･･dM･t･1)の活動カミ始まって

いる｣(1月16目付)

｢エノレデネト市の第35自動車輸送基地の従業員は

第6次5か年計画の第4年に向けて成功裡にスタｰ

トした.本年1月の前半にこの基地の運転手た

ちは12-6万t･k㎜の実績をあげたのである｣

(1月23目付)

｢モンコノレｰン連共同採鉱一選鉱銅一モリブデンコ

ンビナｰト<エノレデネト>露天掘採鉱場の国際主義

に燃えた労働者集団は計画に10万tをうわのせし

た鉱石を必ず採掘し目標を6万tうわまわる剥土

作業をやりきることを決議した｣(1月26目付)

｢エルデネトは人生の道場

教育のセンタｰでもあるこのコンビナｰ

トは<メジモリブデンストロイ>(COppeト

Mo1ybdenReconstructs)の管理のもとで1975年か

らこんにちまでに30以上の建設専門資格をもった熟

練工数1,000人を養成した｣(1月26目付)

｢経済相互援助会議(CgBいわゆるコメコン)の活

動の中では2国間および多国間の協力がバランス

よく組み合わされている.2国間のパｰトナｰシ

ップの明白な例がモンコノレにおける銅･モリブデン

コンビナｰト<エルデネト>の第1生産系列の操業

であり…….ソ連と共同で建設されているコンビ

ナｰト<エノレデネト>は世界の同様な10大コンビ

ナｰトの中に入りモンコノレの工業能力をいちじる

しく高めている｣(2月2目付).

<エルデネト>はどこ

1977年に良縁をえて筆者は<モンコノレ人民共和国鉱

床生成因>(1/200万分の1)を求めることカミできさらに

<モンコノレ人民共和国の地質>(全3巻)も買った.忙

しさにかまけてじっくり読むこともなくこんにちを

迎えたのであるカミ<モンゴル･ニュｰス>を読んで

いたく気をそそられ<エルデネト>の場所探しから

その鉱床の内容までほこりをはたきたからの検討とな

った.そして第2図を画くことカミできたのである.

<エルデネト>という名の鉱床は銅やモリブデンの

記号のあるどの資料にも見当らたかった.そこで

筆者は考えた.この鉱床の近くにブルガン族(旗と

は行政単位の1つ)がある.1,600万t計画だから大型

の鉱床のはず.社会主義国の鉱業コンビナｰト命名法

は習慣として鉱床名の頭が使われる.

“闇夜の鉄砲も救うちゃ当たる'㌔かくして確めた

その位置は首都ウランバｰトノレの北西微西250km鉱

床の名はエノレデネチｰンｰオボ(現代モンゴル語はキ

リル文字を使いこれを∂P燗舳漁06･とあらわす)鉱

床のタイプはまさしく“斑岩銅鉱床"であった.

(第3図).

エルデネチｰンｰオボ斑岩銅鉱床

この鉱床は

ブノレガン族の中心市街の東北東50良mば�
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第3図

工ルデネチｰンｰオボ鉱床の鉱体

分布図

(原図:I.G.パブロバほか1971)

1一花闇閃緑岩を主とする

花筒岩類

2一噴出岩類

3一花岡斑岩塔脈･岩株状岩体

4一確定鉱画

5一推定鉱画

6一横断断層

採鉱区

I一セｰべ1コｰサｰバドヌイ区

皿一ツェントラリヌイ区

I皿一ユｰゴｰボストｰチュヌイ区

かりのところにある.この鉱床が詳しく調査され大

規模に探査されたのは1964年から1972年にかけてのと

とでその調査と探査はモンコノレとソビエトカミ合同して

行い責任者はVS.カリｰニンであった.

地質

鉱床は複雑な構造をした二畳紀の3相の貫入岩体

に胚胎されている(第4図).この岩体はNW-SE方

向に長く延びた形を示しその縁部カミ第1貫入相の閃緑

岩閃長閃緑岩モンゾナイトからなる.第2貫入相

は主として花開閃長岩正化庸岩アノレカリ花闇岩

少量の石英モンゾナイトと花開閃緑岩で構成され岩体

の稜線帯部分を占めている.この第2相カミ主体でこ

の相の花開岩類中には捕獲岩としてウェンド期一カ

ンブリア紀前期のものと思われる火山岩と混成岩の岩塊

がみられる.そして岩体の中心部に第3貫入相の花

筒斑岩花騎閃長斑岩花陶閃緑斑岩石英閃緑斑岩

斜長花闇斑岩石英安山斑岩の幾つかの岩株が存在する.

さらにこの中心部付近には花開閃長斑岩花筒閃緑

斑岩石英安山斑岩珪長岩珪長斑岩アプライト

ペグマタイトの岩脈が発達しているカミこれは岩体の

主に最終生成相のものである.鉱床中に限って発達し

ている噴出角礫岩はこの最終生成相に属するものと考

えられている.なおさらに若い貫入岩として三畳

紀後期一ジュラ紀前期の安山現岩粗面安山野岩閃長

閃緑野岩珪長岩珪長斑岩の多数の火道相の岩脈が認

められている.

地質構造

鉱床地区の主要構造はエノレデネチｰン背斜でその心

核部を構成するのが上記の岩体であり翼部は緩く傾斜

した二畳紀噴出岩からなる.鉱床の生成に大きく影響

したのは断層転位でこの鉱床地区にはNW-SEE･W

N･Sという3系の断層系が分布しNW-SE断層系に相

当するのがいわゆるグラブヌイ断層帯である.この

断層帯は斑岩類の貫入岩の露頭によって延長25km･ば

かり追跡できるがこの断層帯には酸性岩の多数の岩脈

カミ胚胎されこの断層帯と鉱床の鉱体灘との結びつきは

密接である.たおこの断層帯は東に60-90｡優斜し

ている.

N-S系の断層系としては鉱床全体をきりそのはる

か遠くまで追跡できるツェントラリヌイ断層帯カミある.

この断層帯は多くの破砕部からなり帯内に安山野岩

岩脈灘カミ分布し一般的には酉に傾斜する.この断層

帯の酉翼部と中央部に分布する網状鉱体は東翼よりも

北に150-200mずれている.

且W系の断層系は細長い強割れ目帯の形であらわれ

ていて閃長閃緑野岩の岩脈を胚胎している.鉱床の

範囲では'石英安山斑岩の岩脈を胚胎したNE-SW系の

多数の小断層も分布する.

鉱床

鉱床はツェントラリヌイ断層によって2分された

NW･SE方向に長い網状鉱床の特徴を備えたセｰベロ

=ザｰパドヌイ鉱体とツェントラリヌイ鉱体の2鉱体か

らなっている.

セｰベロ=サｰバドヌイ鉱体は不規則な形を示し地

表部でのその延長は2,800m幅は300-1,300mであ

る.しかしこの鉱体の下部レベルではその規模が

小さくたるがこれはおそらく母岩と狂っている斑岩

類の岩株の規模が小さくたるためと思われる.ツェン

トラリヌイ鉱体は同じく地表面で幅カミ50-400m

延長カミ1,400mである.

鉱化作用は第2相と第3相の貫入岩相のすべての岩

石およびすべての多割れ目帯に及んでいるカミ富鉱

体は強く変質した花嗣閃緑斑岩と花商閃緑岩の部分に�
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エルデネチｰンｰオボ離岩銅鉱床セロペロ=サｰバドヌイ区の地質概要図

(原図:V-S､カリｰニンほか)

1一ウェンドｰカンブリア系黒雲母片岩

2一ウェンドｰカンブリア系優白質黒雲母片麻岩

3一三畳紀一ジュラ紀前期安山岩･粗面安山岩岩脈

4一三畳紀一ジュラ紀前期珪長岩･瑳長岩質斑岩岩頭

5一二畳紀第3貫入相アプライト･ペグマタイト岩脈

6一二畳紀第3貫入相花筒麹岩･花開閃緑斑岩･閃長斑岩岩脈

7一二畳紀第3貫入相瑳長斑岩岩脈

8一二畳紀第3貫入相石英安山岩質斑岩岩脈

9一二畳紀第3貫入相花開閃緑斑岩･石英閃緑斑岩･

斜長花闇珪岩(まれには花開斑岩･閃長斑岩)砦株

10一二畳紀第2貫入相斑状黒雲母花開閃緑岩･斑状黒雲母角閃

石花闇閃緑岩･斑状負閃石花開閃緑岩･花開閃長岩･閃長

岩

11一二畳紀第2買入相斑状黒雲母花闇岩

12一二畳紀第2貫入相斑状黒雲母一先閃石閃緑岩･斑状石英閃緑岩

13一二畳紀第1貫入相中粒一粗粒閃緑岩･はんれい閃緑岩･

モンゾナイト

15一二次珪岩

16一地質境界(a一形成時代別:b一一岩相別)

16一一断層(a一確定:b一推定)

17一擾乱帯

18一ミロナイト化帯

19一角礫化帯

20一岩層の走向･傾斜と境界面の走向･傾斜

21一断層の優斜

22一七ｰベロｰザｰパドヌイ鉱体の鉱画

生成しておりしかもその場合の花開閃緑斑岩と花陶

閃緑岩はいわゆる交代岩に変っていることが多い.

この鉱床では2次垂直黒帯構造カミ鮮明にあらわれて

いる.そのうちの酸化鉱帯と溶脱帯はあまり発達せ

ず厚さは30-60m･であるが2次硫化物富化帯はか

なり厚く主な稼行対象となり地表下200-400mの間

で初成鉱帯に漸移する.

2次硫化物富化帯の含銅品位は1-2%ところによ

っては5%ないし7.6%まであがる.割れ目の少狂い

岩石中では含鋼品位カミO,3%まで下がる.モリブデ

ン含有品位はO.001%から0,76%である.

含銅品位は鉱体の縁部から中心部に向って高くなり

モリブデン含有品位はその逆である.さらに深くな

るにしたカミって含銅品位は下がるがモリブデン含有

品位は一定している.強く珪化･絹雲母化された岩石

の場合に含銅品位カミ高いのも一つの特徴である.し

かし単鉱物性2次珪岩は事実上鉱化されていない.

鉱1百

鉱石の鉱物組成はきわめて多様でとくに酸化帯の

場合カミそうである(第1表).

初成鉱帯は鉱石の構造形態の変化にこれといった特

徴をもっていない.もっとも広くみられるのカミ細脈一

鉱染鉱で鉱染鉱も細脈鉱も少匁い.まれには角礫

状鉱も認められるがそれは構造断層帯と噴出生成体

中に限られている.�
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策1表エルデネチｰンｰオボ鉱床の鉱石鉱物

(上→下が多→少)

第2表エルデネチｰンｰオボ鉱床の鉱物晶出順序

���(上→下が多→少)��������鉱床生成段階����

初成鉱帯��2次硫化物富化帯���酸化鉱･溶脱帯�後マグマ分化段階��������風化段階�

���������鉱化相������

主�副�主�副�主�副鉱物����III1I������

���������鉱物生成段階�����里次硫化物富化帯�酸化鉱一溶脱帯

黄鉄鉱黄銅鉱輝水鉛鉱�磁鉄鉱赤鉄鉱鱗繊石閃亜鉛鉱四面銅鉱�輝銅鉱銅藍�斑銅鉱�褐鉄鉱孔穣石藍銅鉱�トルヨ玉珪孔雀石石英�黄鉄鉱一石英�輝水鉛鉱�黄鉄鉱�輝水鉛鉱一石英�黄銅鉱�石英一多金属�玉髄�石膏碩石薔��

�������`一.'��������

�����黒銅鉱黄欽鉱����������

�����赤飼鉱輝水鉛鉱����������
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この鉱石鉱物の石英細脈の幅は1-2mmから2-

3c㎜長さは数cmから数10c㎜で平行細脈系を作っ玉

ているよりも互いに交差するものや方向を異にする硬石膏石膏

場合が多く互いに切り合っている場合にはその細脈蛍

の生成の前後関係がよくわかる.

これらの硫化物一石英細脈は暗灰色の絹雲母一石英銅

交代変質帯を伴いその変質帯の幅は綱脈の幅の数倍に斑銅鉱

なっていることカミ多い.この変質帯は細脈の走向方向

に綱脈よりもいくらか長く形成されていることが多く

その場合には鉱石鉱物の鉱染を受けている.

細脈鉱と鉱染鉱は鉱床の縁部に集申し鉱石成分の品珪孔雀石

位が中程度もしくは低いのが特徴である.鉱染の赤銅鉱

粗密は母岩の熱水変質の強弱に左右されその変質が赤鉄鉱

強いほど鉱染は密である.

2次硫化物富化帯の鉱石の構造は初成鉱帯の場合と

同じような種類のものからなっているが黄銅鉱か輝銅

鉱と銅藍に交代され全体として明るい色調の鉱石とし

てはっきり区別できる.

酸化鉱･溶脱帯の鉱石の構造はかなり多様である.

湯の華状貝殻状コロホｰムｰ縞状殻状未凝固

ときには塊状晶洞状角礫状の各構造まれには残存

構造も認められる.その鉱石組織(顕微鏡下でなくては

見られない微構造)としては腎臓状組織骨格状組織

融食組織カタクラスチック組織オｰカ状組織同心

貝殻状組織狂どが認められる.

初成鉱帯の場合その鉱石組織は結晶の組織2次硫

化物富化帯の場合は交代組織と残存組織酸化鉱一溶脱

帯の場合はコロイドの再緕晶作用による組織カミ特徴とい

える.

初成鉱帯の中でもっとも広く分布する鉱石組織はす

べての黄銅鉢方鉛鉱閃亜鉛鉱四面銅鉱それに大

室大量目申量日少量日稀産

部分の黄鉄鉱がつくる他形粒状組織で輝水鉛鉱と一部

の黄鉄鉱が形づくる半自形粒状組織はごくまれである.

交代組織交差組織膠結組織も少ない.黄鉄鉱の比

較的大き荏集合体にはさまざまな方向の多数の割れ目

に原因した破砕組織カミ発達し輝水鉛鉱集合中には婁断

組織カミみられることが多い.固溶体の離熔組織とく

に閃亜鉛鉱中の黄銅鉱包有物によって形づくられたエマ

ノレジョン組織がごくまれであるがみられることもあ

る.

初成鉱帯の鉱石の構造と組織母岩申でのその変化か

らすると開口した割れ目を充壊しまた母岩の構成物

質を交代する形で強い複雑な熱水鉱化作用カ茎働いて�
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この初成鉱が生成したことになる.

2次硫化物営化帯では初成鉱帯の鉱石組織の一般的

な特徴をとどめているカミ黄銅鉱が2次硫化物によって

完全に交代されているために一種の残存組織となって

いる.この帯には融食交代組織力排常に広く発達する

がその組織は輝銅鉱と銅藍によってつくられている.

初成鉱への移過帯には黄銅鉱を輝銅鉱カミ輝銅鉱を

銅藍カミ交代してつくった多様な交代組織カミ拡がってい

る.この鉱床の地質鉱石の鉱物組成と構造･組織の

特徴から鉱化作用の段階性と鉱物晶出順序カミ第2表の

ようにまとめられている.

エルデネチｰンｰオボ斑岩銅鉱床飾

エルデネチｰンｰオボ鉱床が規制を受けている断層帯

と同じ断層帯に規制されてツァカンｰチュノレトウ鉱床

など5つの斑岩銅鉱床が知られている.この斑岩銅鉱

床群とエノレデネチｰンｰオボ鉱床カミ存在する地区はエ

ルデネチｰンｰオボ斑岩銅鉱床節とよばれている.そ

の5つの斑岩銅鉱床はまだ露頭と付近の地質調査と

鉱石試料の顕微鏡および化学分析による研究カミ進められ

ているにすぎずそれぞれの鉱床の規模や品位分布など

はまだ明らかでない.今までのところCu品位カミ

ｰ殻にnx10-1%高い部分で2-3%とされているが

これは酸化鉱一溶脱帯から2次硫化物富化移過帯にかけ

ての試料による数字で実体にはほど遠くまた未知数

に入る鉱床群である.

現在のところモンコノレにはエルデネチｰンｰオボ

鉱床に次ぐ規模の斑岩銅鉱床としてツァカンｰスブル

ガ貝araH-Cy6ypra(またの名称がスルヴェンｰスバイト

｡yp･鮒｡y･･童･)鉱床とアルイシｰヌノレApHH-Hyp鉱床カミ

ある.

しかしこれらの斑岩銅鉱床カ摘発される様子はない.

国土面積が日本の4倍強で人口カミ1μ5弱しかも総人

口推定240万人の中で16歳以下カミ50%をこえるというモ

ンコノレ人民共和国では労働人口に全く余裕がない.

経済相互援助会議加盟国への動物性蛋白質の重要た供

給源であるからには牧畜に人手が必要だし自給自足

できるようになった農業を維持し軽工業を自給自昆に

向けて発展させなくてはたら扱いのであるから有望な

鉱床カミあるからといってすぐには開発できないのであ

る.さし当って国の近代化に必要な最小限度の重工

業の建設は経済相互援助会議加盟国の援助とくにソ

連の積極的な援助を得て行われているにすぎない.お

どろくほど鉱物資源は農當である.油田もガス田も

発見されているのに開発されているのは一部の油田だ

けタングステン鉱床がとくに優秀(多数･大規模)なの

にこれまた稼行されているのはウランバｰトルの南

西170kmにあるイヘｰハイルノ･ン鉱床同じく150止m

に位置するオンコンｰハイノレノ･ン鉱床同じく東140たm

のモドト鉱床同じく北酉80kmにあるツァカンｰダバ

鉱床バヤンｰオボ南方16kmのツメンｰツオグド鉱

床その南13kmのシャラｰノ･ダ鉱床ウンデノレｰノ･ン

町の南東70kmのブレンｰツォグト鉱床チョイバルサ

ン市の南270kmの中国との国境に近いユゴドスイル(ま

たはユゴジル)鉱床の合計8鉱床だけである(第5図).

(実際に確認ずみの各種のタングステン鉱床は大規模･中観

棋狂ものだげであわせて63鉱床に達している).

産銅量という点からいえばエルデネト採鉱･選鉱コ

ンビナｰトだけで年産24万tの含銅量(粗鉱のCu品位
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策6図

<エルデネト>=1ンビナｰトの町

にコメコ1■の援助で建設された住

宅街の一部(モンゴル･ニュｰス

から)モンゴルの包という名の

住居は観光用に保存されるだけ

となる同カミ近い

1･5男として)をもった銅精鉱か生産される.人口1人

当り100kgである.それに対し日本の場合は1976年

の統計でO.7kgと2げた少ない(輸入鉱･輸入地金を加

えれば13kgとなるがこれでも少ない).要するに輸

入の続く軽工業中心のプラントヘの支払いや外賀蓄積に

供するための開発であって内需用ではない.モンゴ

ルの内需に必要な鋼の量は公式発表カミないので明らか

でないがたとえぱ中国の1人当り年間銅消費量(推

定α5}9)の10倍とみても1.2万t(エルデネチｰンｰオボ

鉱床からの年間粗鉱生産量の含鋼量の5%)ですむ計算にな

るのだ.いささか乱暴な計算だがそんなに違ってな

いと思う.

また新しい“モンコノレニュｰス"が届いた.“エ

ノレデネト"の記事カミのっている.

｢･…･･.コンビナｰトで働く人々の現在の重要な

課題は第1生産系列の設計生産能カガミ完全に発揮

され設備と機構が能率よく稼動するよう保証し

第2生産系列を計画期限前に完成･実働させること

にある.この巨大扱鉱業コンプレックスと現在

すでに人口が35,000人をこえた都市が建設されてい

る広大な建設地区はモンコノレ･ソ連両国の建設技

師陣の献身的な労働の場所となっているだけでなく

数1,000人のモンゴル青年男女にとっては大きな人

生大学労働大学どたり我が国の労働者階級の新

しい部隊カミ育成される場所ともなっている｣

(2月16目付)

｢我カミ国の鉱山労働者はソ連の工場の不変のお得

意さんである.たとえば<エルデネト>採鉱･

選鉱コンビナｰトのためにクラマトルスク(ウク

ライナ共和国)で2台の強力なエクスカｰべ一夕と

3台のボｰルミルが製造された｣(2月16肩付).

｢!976-1978年の期間に多くの工業企薬農業企業

文化施設が開設された.なかでも蒙ソ共同銅一モ

リブデンコンビナｰト<エノレデネト>は特別な地位

を占めその第1生産系列は計画期限前に操薬に入

った｣(2月27目付)

｢モンコノレとソビエトの建設者の共同事業の前線と

狂った新興都市<エルデネト>の勤労者は全国

民的な社会主義競制こ積極的に参加している.こ

の都市の工業労働者は今年450万ツｰグリク

(1979.2.1現在の1■一トで3･05億円)の超過生産を約束

しているがこれは昨年の超過生産実績の2倍にあ

たる｣(2月27目付)｡

｢歴史的なできごとがあった日一<エノレデネト>

採鉱一選鉱コンビナｰトの第1生産系列カミ期限前に

･操業を開始した目からまだ2か月ちょっとしかた

っていない.それでもこの問すでに数10万tの

価値高い精鉱を生産している.…….1978年12

月14日この採鉱一選鉱コンビナｰトの始動式で登

壇したモンゴル人民革命党第1書記モンゴル人民

共和国大人民議会幹部会Yu･ツェデンパノレ議長は

･･｣(3月2目付)

｢5年前にやっと地図にのったばかりの若い社会主

義の町工ルデネトの人口はすでに4万人をこえ

た.そして幅広く鉱山労働者の家族の職場とし

て重要な意義を備えた大規模なし･ゆうだん工場な

どの軽工場･食品工業の工場が建設され操業して

いる｣(3月9目付)

｢<エノレデネト>コンビナｰトで選鉱に供される磨

砕粗鉱量カミウクライナの町クラマトノレスクの機械

製造工場で製造されたボｰルミノレによって50%増大

できることとなった.

このボｰノレミルは構造カミ画期的在ものである.

この巨大な機械を組みたてたソ連の労働者は<エ

ルデネト>コンビナｰトでのその組みたてを援助し

直径3mの軸受けやその他の主要接合部の調整をひ

きうけている｣(3月9目付)
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